
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

〇
一
年
、
国
は
鉄
道
事
業

ご
と
に
定
め
て
い
た
五
つ
の

省
令
を
一
つ
に
ま
と
め
て

「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
省
令
」
を
定

め
ま
し
た
。 

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
鉄
道
事
業
者
は
各

社
の
実
情
に
合
っ
た
技
術
基

準
を
策
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
車
両
の
定
期
検

査
で
は
、「
そ
の
種
類
、
構
造

そ
の
他
使
用
の
状
況
に
応

じ
、
検
査
の
周
期
、
対
象
と

す
る
部
位
及
び
方
法
を
定
め

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
第
九
〇
条
）
と
、
検
査

周
期
や
検
査
方
法
が
事
業
者

任
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
土
交
通
省
は
昨
年
十
二

月
、
「
首
都
圏
の
鉄
道
に
お
い

て
輸
送
障
害
が
多
数
発
生
し
、

利
用
者
、
社
会
的
に
多
大
な
影

響
を
与
え
て
い
る
」
と
し
て
、

「
首
都
圏
鉄
道
輸
送
障
害
対

策
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

〇
一
年
以
降
の
鉄
道
全
般

に
お
け
る
輸
送
障
害
件
数
は
、

内
部
要
因
（
鉄
道
係
員
、
車
両
、

鉄
道
施
設
）
が
年
間
一
、
四
〇

〇
件
前
後
と
横
ば
い
で
、
昨
年

度
の
件
数
は
十
年
前
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。 

国
は
規
制
を
緩
和
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
国
民
・
利
用
者

の
安
全
や
公
共
交
通
を
守
る

た
め
に
、
国
の
責
任
で
鉄
道
事

業
者
の
営
利
を
優
先
と
し
た

コ
ス
ト
削
減
施
策
な
ど
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
国
労
は
、
国
民
・
利

用
者
の
た
め
に
、
こ
の
提
案
に

対
し
、
修
正
・
見
直
し
を
求
め

て
い
ま
す
。 

昨
年
一
〇
月
末
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体

と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら

な
る
推
進
」
と
し
て
、
現
在
六

日
以
内
に
行
っ
て
い
る
車
両

の
仕
業
検
査
業
務
や
車
両
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
務
な
ど
を
グ
ル

ー
プ
会
社
に
委
託
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。 

委
託
先
の
グ
ル
ー
プ
会
社

に
は
、
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
や
経
験
の

裏
付
け
が
無
く
、
将
来
的
に

は
、
作
業
の
効
率
化
と
大
幅
な

人
件
費
の
削
減
と
鉄
道
事
業

に
関
わ
る
技
術
の
放
棄
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。 


